
2022（令和四）年度 早稲田大学国文学会秋季大会プログラム 

12月2日（金） 於・早稲田大学戸山キャンパス33号館3階第一会議室、Zoomミーティング  

13：00～16：35 研究発表会 

「親」としての光源氏――親子関係をめぐる表現の諸相――         新井  隆  

『今とりかへばや』と『在明の別』の邸宅――男君と左大臣に注目して――  柿嵜理恵子  

『更級日記』後冷泉朝記事の再考と橘仲俊                 大塚 誠也  

江戸期における尚歯会の展開――テクストと図像の伝承と再生産を中心に   馮  辰鋮 

河村文鳳『帝都雅景一覧』二編（南北）の賴山陽の題画詩について      池澤 一郎 

16：50～18：00 評議員会 

 

12月3日（土） 於・早稲田大学戸山キャンパス33号館3階第一会議室、Zoomミーティング 

10：30～14：50 研究発表会 

志賀直哉「范の犯罪」論――法律としてのナイフ              李  喆兮  

坂口安吾「戦争と一人の女」論――ひきこもる男の自己回復――       中尾志穂子  

渡辺啓助「盲目人魚」論──探偵小説における復員兵表象の内包   ベント勇亮ヘンリー  

大伴旅人における「型」の意識                      李  満紅  

明治期沖縄の〈ローカル・カラー〉――伊波月城の言説を中心に       柳井 貴士  

15：10～16：10 講演会 

鶴屋南北と直江重兵衛                          古井戸秀夫 

16：20～17：20 総会 

※秋季大会は二日間にわたって開催します。各発表の開始時間等は日文コースのホームページ

（http://www.waseda.jp/bun-nihon-go-bun/autumn-conference.html）をご確認ください。 

※今年度は対面とオンラインのハイブリッド開催です。オンラインでの参加方法については裏

面の「オンライン参加に関するご案内」をご覧ください。 

  
 

「
親
」
と
し
て
の
光
源
氏 

―
―
親
子
関
係
を
め
ぐ
る
表
現
の
諸
相
―
― 

新
井 

隆 

 

長
編
物
語
の
『
源
氏
物
語
』
に
は
多
く
の
人
物
が
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
係
し
あ
う
。
物
語
内

で
描
か
れ
る
関
係
は
、
恋
、
政
治
的
関
係
、
親
子
、
友
人
な
ど
多
様
な
も
の
が
あ
る
。
特
に
幻
巻
ま

で
の
物
語
に
お
い
て
中
心
的
に
語
ら
れ
る
光
源
氏
に
関
し
て
は
、
他
者
と
の
や
り
と
り
が
多
く
描
か

れ
る
。
こ
の
光
源
氏
と
他
の
登
場
人
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で
は
恋
ま
た
は
政
治
上

の
関
係
が
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
関
し
て
は
多
角
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
一
定
の

成
果
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
親
子
と
い
う
観
点
、
特
に
光
源
氏
が
親
の
立
場
に
な
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
研
究
の
数
も
恋
の
関
係
な
ど
に
比
し
て
少
な
く
、
ま
た
親
と
し
て
の
光
源
氏
の
善
し

悪
し
を
評
価
す
る
研
究
に
偏
っ
て
お
り
、
「
親
」
に
関
す
る
表
現
そ
の
も
の
に
斬
り
込
ん
だ
研
究
は

乏
し
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。 

 

本
発
表
で
は
、
光
源
氏
が
親
の
立
場
に
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
「
親
」
に
関
す
る
表
現
が
ど
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
玉
鬘
物
語
以
前
を
中
心
に
そ
の
様
相
を
捉
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
親
の
よ
う
に
庇
護
し
て
い
た
状
況
か
ら
夫
婦
と
な
っ
た
紫
の
上
と
の
関
係
に
お
い
て
「
親
」

「
父
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
を
通
じ
、
関
係
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
呼
ば
れ
方
が
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
を
最
初
に
確
認
し
て
い
く
。
ま
た
、
光
源
氏
が
後
見
役
を
務
め
た
秋
好
中
宮
と
の

関
係
に
お
い
て
は
、
「
親
」
に
関
す
る
語
で
あ
る
「
親
め
く
」
「
親
が
る
」
「
親
ざ
ま
」
な
ど
が
使

用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
語
と
「
親
」
と
い
う
語
の
相
違
点
を
踏
ま
え
て
、
秋
好
中
宮
と
光
源
氏
と
の

関
係
が
「
親
」
に
関
す
る
表
現
か
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
読
み
取
れ
る
の
か
考
え
て
い
く
。
さ

ら
に
、
実
子
の
夕
霧
と
の
関
係
に
お
い
て
「
親
」
「
父
」
と
い
う
語
の
使
用
例
が
少
数
で
あ
る
こ
と

の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
藤
壺
と
の
密
通
に
よ
り
生
ま
れ
た
冷
泉
帝
と
光
源
氏
の
親

子
に
関
わ
る
叙
述
に
お
い
て
、
「
親
」
「
父
」
と
い
う
表
現
が
明
確
に
は
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
踏

ま
え
、
冷
泉
帝
と
光
源
氏
の
関
係
を
親
子
と
い
う
関
係
か
ら
捉
え
な
お
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

 

  
 

『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
と
『
在
明
の
別
』
の
邸
宅 

―
―
男
君
と
左
大
臣
に
注
目
し
て
―
― 

 

柿
嵜
理
恵
子 

 

『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
の
左
大
臣
家
の
男
君
は
内
向
的
な
性
格
で
、
周
囲
か
ら
姫
君
と
扱
わ
れ
、

女
装
の
尚
侍
と
し
て
世
に
出
る
。
し
か
し
、
巻
三
で
自
ら
女
装
を
解
い
て
か
ら
は
、
左
大
臣
家
の
継

嗣
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
に
変
貌
し
て
ゆ
く
。
ま
た
、
『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
か
ら
大
き
く
影
響
を
受

け
、
男
装
の
女
君
が
家
の
問
題
を
解
決
し
て
ゆ
く
筋
立
て
の
『
在
明
の
別
』
に
は
、
男
装
の
女
君
に

探
し
出
さ
れ
、
出
生
を
伏
せ
ら
れ
太
政
大
臣
家
の
継
嗣
と
し
て
養
育
さ
れ
る
左
大
臣
が
登
場
す
る
。

と
も
に
次
世
代
の
家
を
担
う
男
君
と
左
大
臣
の
、
邸
宅
に
関
わ
る
描
写
か
ら
は
、
両
者
の
異
な
る
造

型
と
家
の
拡
充
の
価
値
観
が
伺
え
る
。
本
発
表
は
『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
と
『
在
明
の
別
』
の
邸
宅

を
め
ぐ
る
描
写
を
分
析
し
、
二
つ
の
物
語
が
描
く
継
嗣
の
在
り
方
と
そ
の
差
異
を
探
る
。 

 

『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
巻
三
で
、
女
装
を
解
い
た
男
君
は
、
吉
野
の
大
君
の
た
め
に
邸
宅
を
造
る

こ
と
を
思
い
立
つ
。
完
成
し
た
二
条
邸
は
、
父
左
大
臣
が
な
し
え
な
か
っ
た
、
共
に
住
む
の
に
ふ
さ

わ
し
い
正
妻
を
迎
え
る
邸
宅
に
な
っ
た
。
男
君
は
左
大
臣
家
に
有
益
な
人
間
を
二
条
邸
に
呼
び
集

め
、
留
め
る
た
め
に
工
夫
を
凝
ら
す
。
二
条
邸
で
男
宮
を
産
ん
だ
女
君
と
、
次
世
代
を
担
う
子
供
の

存
在
は
、
二
条
邸
に
住
ま
う
男
君
の
栄
華
を
表
す
。
対
す
る
『
在
明
の
別
』
の
左
大
臣
は
、
祖
父
で

あ
り
養
父
で
も
あ
る
太
政
大
臣
の
邸
宅
で
暮
ら
し
、
二
人
の
妻
の
家
に
通
う
が
、
『
今
と
り
か
へ
ば

や
』
の
男
君
の
よ
う
な
邸
宅
は
造
ら
な
い
。
ま
た
、
太
政
大
臣
が
大
堰
に
隠
棲
し
た
後
、
左
大
臣
は

太
政
大
臣
邸
を
充
分
に
管
理
せ
ず
、
邸
宅
に
は
人
気
が
な
い
。
大
堰
の
太
政
大
臣
邸
は
美
し
く
、
人

が
集
う
場
所
で
、
左
大
臣
の
住
ま
う
太
政
大
臣
邸
と
の
差
は
大
き
い
。
さ
ら
に
、
妹
の
中
宮
が
帝
の

御
子
を
懐
妊
し
た
折
、
里
下
が
り
の
支
度
を
太
政
大
臣
と
進
め
る
が
、
左
大
臣
は
忙
し
な
さ
に
気
分

を
悪
く
し
「
あ
ぢ
き
な
き
ま
で
」
思
わ
れ
て
自
室
に
下
が
る
な
ど
、
中
宮
の
里
下
が
り
の
重
み
を
理

解
し
て
い
る
か
疑
わ
し
い
姿
勢
が
目
立
つ
。
『
在
明
の
別
』
の
左
大
臣
は
、
太
政
大
臣
家
の
継
嗣
と

し
て
『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
の
男
君
ほ
ど
積
極
的
に
家
の
拡
充
を
志
向
し
な
い
姿
が
見
え
て
く
る
の

で
あ
る
。 

 

 

 
 

河
村
文
鳳
『
帝
都
雅
景
一
覧
』
二
編
（
南
北
）
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賴
山
陽
の
題
画
詩
に
つ
い
て 池

澤 

一
郎 

 

正
岡
子
規
の
最
晩
年
の
随
筆
『
病
床
六
尺
』
二
十
二
（
新
聞
『
日
本
』
明
治
三
十
五
年
六
月
三

日
）
の
記
事
は
、
大
阪
の
水
落
露
石
に
贈
呈
さ
れ
た
江
戸
後
期
の
画
人
河
村
文
鳳
の
『
帝
都
雅
景
一

覧
』
を
繙
き
、
曽
遊
の
地
で
あ
る
京
都
の
実
景
と
文
鳳
の
描
い
た
京
都
各
所
の
景
と
を
比
較
し
て
、

文
鳳
の
画
を
「
雅
致
」
が
あ
り
、
か
つ
「
真
景
」
を
「
写
生
」
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
こ
の
評
価

は
文
鳳
の
同
時
代
人
で
あ
る
賴
山
陽
の
「
猶
掣
肘
於
寫
貌
未
能
大
傾
寫
胸
臆
（
猶
ほ
写
貌
に
掣
肘
せ

ら
れ
て
、
未
だ
大
い
に
胸
臆
を
傾
写
す
る
能
は
ず
）
」
（
「
文
鳳
山
水
遺
稿
序
」
）
と
い
う
も
の
と

は
対
蹠
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

『
帝
都
雅
景
一
覧
』
は
文
化
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
初
編
上
下
二
巻
が
京
都
の
東
西
の
名
所
旧
跡
の

画
譜
で
あ
り
、
文
化
十
三
年
刊
行
の
二
編
上
下
二
巻
が
南
北
の
画
譜
と
な
っ
て
い
る
。
漢
詩
文
研
究

の
立
場
か
ら
、
こ
の
画
譜
を
見
る
場
合
、
各
図
に
添
え
ら
れ
て
い
る
題
画
詩
が
、
京
都
東
西
の
景
を

収
載
し
た
初
編
に
お
い
て
は
、
小
栗
十
洲
の
作
に
係
る
（
西
巻
巻
末
の
奥
付
に
よ
る
）
も
の
だ
が
、

南
北
の
巻
た
る
二
編
に
お
い
て
は
賴
山
陽
と
岡
田
南
涯
と
の
作
に
係
る
七
言
絶
句
が
添
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
山
陽
は
知
ら
れ
る
通
り
、
唐
宋
の
詩
文
の
中
で
、
杜
甫
の
系
譜
に
連
な
る

題
画
文
学
を
大
成
さ
せ
た
北
宋
の
蘇
軾
の
も
の
を
酷
愛
し
、
自
ら
も
書
画
を
嗜
み
、
蒐
集
と
鑑
定
と

に
憂
き
身
を
窶
し
た
日
本
を
代
表
す
る
文
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
今
回
の
発
表
で
は
、
『
帝
都
雅
景
一

覧
』
二
編
の
文
鳳
の
画
に
題
さ
れ
た
山
陽
の
題
画
詩
十
首
を
解
読
し
、
山
陽
が
文
鳳
の
画
を
ど
の
よ

う
に
読
ん
で
詩
を
案
じ
出
し
た
か
を
考
察
し
、
さ
ら
に
は
山
陽
が
「
峯
巒
竹
樹
、
開
合
変
化
し
て
、

情
を
恣
に
し
筆
を
縦
に
す
。
能
事
を
窮
極
す
」
と
、
『
帝
都
雅
景
一
覧
』
よ
り
も
一
段
高
い
評
価
を

下
し
た
『
文
鳳
山
水
画
譜
』
の
文
鳳
の
画
に
自
ら
題
し
た
九
首
の
題
画
詩
と
を
比
較
し
、
幕
末
京
阪

の
題
画
文
学
の
特
質
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
か
つ
、
山
陽
の
考
え
て
い
た
「
写
貌
」
と
子
規

の
「
写
生
」
と
を
比
較
対
照
し
て
、
正
岡
子
規
の
「
写
生
」
概
念
に
つ
い
て
私
見
を
呈
示
し
て
、
聊

か
な
り
と
も
專
家
の
考
察
に
資
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。 

 

  
 

江
戸
期
に
お
け
る
尚
歯
会
の
展
開 

―
―
テ
ク
ス
ト
と
図
像
の
伝
承
と
再
生
産
を
中
心
に  

馮 

辰
鋮 

 

白
居
易
が
創
始
し
た
尚
歯
会
（
会
昌
五
年
）
は
元
来
七
十
歳
以
上
の
老
人
七
人
で
開
か
れ
る
、
長

寿
を
祝
う
詩
会
で
あ
っ
た
。
『
白
氏
文
集
』
巻
七
十
一
（
那
波
本
に
よ
る
）
に
は
白
居
易
与
会
の
詩

が
収
め
ら
れ
、
会
の
様
子
を
描
い
た
障
子
絵
も
日
本
に
伝
わ
る
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
、
菅
原
是
善

の
「
暮
春
南
亜
相
山
荘
尚
歯
会
詩
」
で
は
そ
の
障
子
絵
を
観
た
南
淵
年
名
が
い
ち
早
く
日
本
初
の
尚

歯
会
を
催
し
た
経
緯
が
綴
ら
れ
、
こ
れ
は
白
居
易
尚
歯
会
の
僅
か
三
十
二
年
後
の
貞
観
十
九
年
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
日
本
で
は
七
回
の
尚
歯
会
が
開
か
れ
、
第
五
回
の
承
安
二
年
暮
春
白
河
尚
歯
会
は

漢
詩
会
で
は
な
く
、
初
の
和
歌
尚
歯
会
と
な
り
、
与
会
者
の
和
歌
と
主
催
者
藤
原
清
輔
の
和
歌
序
は

「
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
幷
序
」
と
し
て
多
く
の
伝
本
が
残
る
。
建
仁
元
年
鳥
羽
殿
尚
歯
会
を
最
後

に
近
世
以
前
の
尚
歯
会
開
催
の
記
録
が
確
認
で
き
な
く
な
る
が
、
江
戸
期
に
な
る
と
再
び
盛
ん
に
行

わ
れ
た
こ
と
は
現
存
す
る
多
く
資
料
か
ら
分
か
る
。 

 

ま
た
、
室
町
期
末
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
白
居
易
尚
歯
会
与
会
七
老
の
詩
、
「
暮
春
白
河
尚

歯
会
和
歌
幷
序
」
、
並
び
に
和
漢
両
会
を
描
い
た
絵
画
三
者
具
有
の
絵
巻
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
先

行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
内
京
都
田
中
家
蔵
本
を
代
表
と
す
る
「
白
楽
天
尚
歯
会
・

暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
」
画
巻
の
抄
写
本
が
複
数
現
存
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ

の
指
摘
よ
り
漏
れ
た
写
本
の
現
存
が
確
認
で
き
、
そ
の
他
に
江
戸
期
に
催
さ
れ
た
尚
歯
会
詩
と
尚
歯

会
和
歌
の
記
録
や
、
尚
歯
会
の
名
の
も
と
に
製
作
さ
れ
た
文
学
作
品
の
関
連
書
物
は
日
本
各
地
に
散

見
し
、
そ
の
多
く
は
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

よ
っ
て
本
発
表
で
は
、
（
１
）
白
居
易
尚
歯
会
七
老
詩
と
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
の
テ
ク
ス
ト
と

そ
の
図
像
の
伝
播
、
（
２
）
江
戸
期
に
催
さ
れ
た
尚
歯
会
の
記
録
、
（
３
）
尚
歯
会
関
連
の
文
学
作

品
、
以
上
三
つ
の
視
座
か
ら
従
来
検
討
の
及
ば
な
か
っ
た
諸
本
調
査
の
成
果
も
ふ
ま
え
、
現
存
す
る

江
戸
期
の
尚
歯
会
関
連
書
物
を
紹
介
し
、
尚
歯
会
テ
ク
ス
ト
と
図
像
の
伝
承
と
再
生
産
の
過
程
を
考

察
す
る
。
そ
の
過
程
を
通
し
て
、
江
戸
期
の
文
人
活
動
に
お
け
る
尚
歯
会
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考

え
た
い
。 

 

 

 
 

『
更
級
日
記
』
後
冷
泉
朝
記
事
の
再
考
と
橘
仲
俊 

大
塚 

誠
也 

 

菅
原
孝
標
女
作
と
さ
れ
る
『
更
級
日
記
』
後
半
に
は
、
後
冷
泉
天
皇
即
位
に
伴
う
大
嘗
会
の
御
禊

記
事
が
あ
る
。
日
記
作
者
が
御
禊
見
物
を
せ
ず
に
初
瀬
参
詣
に
向
か
う
内
容
で
あ
る
。
大
嘗
会
は
御

代
代
わ
り
を
象
徴
す
る
儀
式
で
あ
り
、
こ
の
記
事
は
先
行
研
究
に
お
い
て
も
議
論
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
御
代
代
わ
り
に
対
す
る
考
察
は
、
大
嘗
会
の
御
禊
記
事
へ
の
着
目
の
み
で
よ
い
の
か
。

本
発
表
は
、
御
禊
記
事
の
直
前
に
位
置
す
る
石
山
寺
記
事
が
御
代
代
わ
り
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
を

ま
ず
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
後
冷
泉
朝
記
事
始
発
と
い
え
る
石
山
寺
記
事
が
、
孝
標
女
の
男
子
橘

仲
俊
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
を
重
要
視
し
、
後
冷
泉
朝
記
事
全
体
と
仲
俊
の
関
わ
り
を
改
め
て
究

明
す
る
。 

 

第
一
に
、
大
嘗
会
の
御
禊
記
事
が
「
そ
の
か
へ
る
年
」
と
書
き
出
さ
れ
る
点
に
着
目
す
る
。
時
系

列
を
指
す
「
そ
の
」
は
、
日
記
中
で
明
確
な
用
法
を
持
つ
。
そ
し
て
御
禊
記
事
の
直
前
は
「
十
一
月

の
二
十
余
日
」
の
石
山
寺
記
事
で
あ
り
、
後
冷
泉
朝
の
始
発
は
実
は
石
山
寺
記
事
で
あ
る
。
石
山
寺

記
事
は
内
省
的
な
文
言
を
伴
う
が
、
そ
の
中
心
は
「
ふ
た
ば
の
人
」
仲
俊
等
で
あ
る
。
近
年
の
研
究

は
仲
俊
を
閑
却
し
が
ち
だ
が
、
従
来
以
上
の
究
明
を
要
す
る
。 

 

第
二
に
、
夫
橘
俊
通
の
任
国
下
向
記
事
に
着
目
す
る
。
俊
通
は
仲
俊
を
随
伴
し
て
下
向
す
る
。
従

来
言
及
は
な
い
が
、
男
子
を
随
伴
す
る
下
向
は
他
資
料
に
も
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
源
道
方
、
経

信
、
俊
頼
の
親
子
三
代
で
は
、
俊
頼
は
任
国
の
便
宜
ま
で
図
ら
れ
た
。
俊
通
の
仲
俊
随
伴
は
、
仲
俊

の
出
世
を
強
く
期
待
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
孝
標
女
は
妾
・
後
妻
的
な
立
場
だ
っ
た
と
も
推
測

さ
れ
、
所
生
の
仲
俊
が
夫
の
後
見
を
ど
の
程
度
得
ら
れ
る
か
は
喫
緊
の
問
題
だ
っ
た
は
ず
だ
。 

 

第
三
に
、
日
記
中
の
仲
俊
の
描
写
と
、
そ
の
他
の
子
世
代
の
人
物
達
の
描
写
に
着
目
す
る
。
日
記

で
は
仲
俊
自
身
の
人
柄
や
言
動
は
全
く
描
写
さ
れ
な
い
一
方
で
、
姪
や
甥
と
の
交
流
は
た
び
た
び
描

写
さ
れ
る
。
姪
甥
は
菅
原
氏
の
親
族
、
仲
俊
は
橘
氏
の
親
族
で
あ
り
、
氏
族
的
な
観
点
か
ら
も
仲
俊

の
描
写
が
分
析
さ
れ
う
る
。 

 

こ
れ
ら
の
議
論
を
通
じ
て
、
『
更
級
日
記
』
後
半
の
後
冷
泉
朝
記
事
の
捉
え
直
し
と
、
仲
俊
の
描

写
へ
の
新
見
を
提
示
す
る
。 
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志
賀
直
哉
「
范
の
犯
罪
」 

論  

―
―
法
律
と
し
て
の
ナ
イ
フ 

李 

喆
兮 

 

短
編
小
説
「
范
の
犯
罪
」
は
小
説
家
志
賀
直
哉
の
代
表
作
の
一
つ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）

十
月
一
日
に
出
版
さ
れ
た
雑
誌
『
白
樺
』
第
四
巻
第
十
号
に
発
表
さ
れ
た
。
小
説
は
奇
術
師
の
范
が

演
芸
中
に
ナ
イ
フ
で
そ
の
妻
の
頸
動
脈
を
切
断
し
た
と
い
う
不
意
な
出
来
事
か
ら
始
ま
り
、
法
廷
の

尋
問
で
范
と
そ
の
妻
の
間
に
ま
つ
わ
る
因
縁
の
葛
藤
を
徐
々
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
裁
判
官
は
こ

の
事
件
を
過
失
に
よ
る
事
故
か
、
故
意
に
よ
る
殺
人
か
と
判
断
で
き
な
く
な
り
、
順
番
に
目
撃
者
の

座
長
と
助
手
、
そ
し
て
、
范
本
人
に
質
問
し
た
後
に
、
「
無
罪
」
の
判
決
を
出
し
た
。 

 

小
説
は
范
が
妻
を
殺
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
淡
々
と
法
廷
裁
判
の
全
過
程
を
描
写
し
て
き
た
、
即

ち
、
裁
判
官
が
法
律
と
い
う
大
義
名
分
で
殺
人
の
容
疑
を
受
け
て
い
る
范
に
対
し
て
裁
判
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
説
の
タ
イ
ト
ル
は
「
裁
判
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
犯
罪
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
表
向
き
は
裁
判
の
進
行
を
描
写
し
て
い
る
と
見
え
る
が
、
犯
罪
の
進
行
と
読
む
べ
き

で
は
な
い
か
と
、
小
説
の
タ
イ
ト
ル
が
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
。
と
り
も
な
お
さ
ず
、
范
の
犯
罪
は

演
芸
の
舞
台
で
発
生
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
法
廷
の
上
で
発
生
し
て
い
る
。
范
の
使
っ
た
凶
器
は

ナ
イ
フ
で
は
な
く
、
彼
の
証
言
で
あ
る
。 

 

本
発
表
で
は
、
范
の
訴
え
る
「
情
」
と
裁
判
官
の
代
弁
す
る
「
法
」
と
の
言
語
に
よ
る
せ
め
ぎ
あ

い
に
着
目
し
、
真
の
犯
罪
は
范
の
裁
判
官
の
尋
問
に
対
す
る
答
弁
の
中
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
の
犯
罪
の
全
貌
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
法
律
の
持
つ
自
明
の
正
当
性
に
基
づ
い
た
従
来
の
読
み

方
を
見
直
し
、
裁
判
官
と
范
の
問
答
を
「
裁
判
」
と
「
犯
罪
」
の
二
重
構
造
の
中
に
置
く
必
要
が
あ

る
。
こ
の
二
重
構
造
は
裁
判
官
の
法
廷
と
范
の
舞
台
を
重
ね
合
わ
せ
、
范
の
妻
に
投
げ
る
ナ
イ
フ
に

「
裁
判
」
の
象
徴
的
意
義
を
帯
び
さ
せ
、
裁
判
官
の
下
し
た
「
無
罪
」
判
決
に
も
一
種
の
致
命
性
を

与
え
る
。
そ
し
て
、
范
が
既
存
の
裁
判
体
制
を
打
ち
壊
す
こ
と
と
、
范
と
妻
が
「
本
統
の
生
活
」
の

た
め
に
も
が
き
苦
し
む
こ
と
と
、
裁
判
官
の
感
じ
た
「
何
か
し
れ
ぬ
興
奮
」
を
読
解
す
る
こ
と
を
手

掛
か
り
に
し
、
「
無
罪
」
判
決
の
背
後
に
潜
む
法
律
の
苦
境
の
究
明
を
試
み
る
。 

  
 

渡
辺
啓
助
「
盲
目
人
魚
」
論  

―
―
探
偵
小
説
に
お
け
る
復
員
兵
表
象
の
内
包 ベ

ン
ト
勇
亮
ヘ
ン
リ
ー 

 

渡
辺
啓
助
「
盲
目
人
魚
」
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
か
ら
同
年
一
一
月
に
か
け
て
探
偵
小
説
雑
誌

『
宝
石
』
（
前
編
：
秋
季
特
大
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
・
後
編
：
十
一
月
号
、
一
九
四
六
年
一
一

月
）
に
「
百
枚
讀
切
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
短
編
小
説
で
あ
り
、
復
員
兵
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

め
ぐ
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
が
い
ち
早
く
「
人
間
入
れ
替
り
の
ト
リ
ッ
ク
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

作
品
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
、
渡
辺
の
疎
開
経
験
と
分
身
譚
（
い
わ
ゆ
る
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
の
利
用
）
へ
の
関
心

が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
作
品
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
盲
目
人
魚
」
だ
が
、
作
品
の
骨
格
と
な
っ
て
い

る
復
員
兵
表
象
に
つ
い
て
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
〈
自
明
の
も
の
〉
と
し
て
見
過

ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
、
坂
口
安
吾
『
復
員
殺
人
事
件
』
（
一
九
四
九
）
や
横
溝

正
史
『
犬
神
家
の
一
族
』
（
一
九
五
〇
）
の
影
響
に
よ
っ
て
、
〈
探
偵
小
説
に
お
け
る
復
員
兵
の
存

在
＝
妖
異
性
を
生
み
出
す
装
置
〉
と
い
う
図
式
が
固
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
の
象
徴
に
他
な
ら
な
い

と
い
え
よ
う
。 

 

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
〈
後
続
す
る
〉
作
品
に
み
ら
れ
る
復
員
兵
像
を
単
一
的
に
付
与
す
る
の
で

は
な
く
、
「
盲
目
人
魚
」
と
い
う
単
体
の
作
品
に
お
け
る
復
員
兵
表
象
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
特

に
、
「
種
々
雑
多
」
な
戦
災
者
を
抱
え
る
奥
上
州
の
温
泉
地
を
舞
台
と
し
た
「
盲
目
人
魚
」
で
は
、

前
述
の
『
復
員
殺
人
事
件
』
や
『
犬
神
家
の
一
族
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
〈
一
家
を
め
ぐ
る
カ
タ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
の
象
徴
〉
と
し
て
の
復
員
兵
像
が
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
目
を
向
け
、
敗
戦
直

後
の
社
会
混
乱
の
中
の
一
つ
の
現
象
と
し
て
切
り
取
ら
れ
た
復
員
兵
像
の
性
質
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
、
復
員
兵
の
存
在
が
探
偵
小
説
に
内
包
さ
れ
ゆ
く
過
程
を

示
し
た
作
品
と
し
て
「
盲
目
人
魚
」
を
再
定
義
し
、
敗
戦
直
後
の
日
本
の
言
説
空
間
の
中
に
位
置
づ

け
る
こ
と
を
目
指
す
。 

  
 

明
治
期
沖
縄
の
〈
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
〉 

―
―
伊
波
月
城
の
言
説
を
中
心
に 

  

柳
井 

貴
士 

 

本
発
表
で
は
明
治
期
沖
縄
の
批
評
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
伊
波
月
城
を
と
り
あ
げ
る
。
伊
波
月
城

（
本
名
・
普
成
）
は
「
沖
縄
学
の
父
」
伊
波
普
猷
の
弟
で
あ
る
。
月
城
は
、
帝
国
主
義
的
、
同
化
的

圧
力
の
さ
ら
さ
れ
た
当
時
の
沖
縄
に
お
い
て
、
大
日
本
帝
国
の
先
に
あ
る
さ
ら
な
る
外
部
を
意
識
し

た
言
説
を
展
開
し
た
。
ま
た
社
会
時
事
問
題
に
言
及
し
つ
つ
、
外
国
文
学
か
ら
摂
取
し
た
〈
理
想
〉

を
展
開
し
、
さ
ら
に
は
沖
縄
に
お
け
る
〈
文
芸
復
興
〉
を
希
求
し
続
け
て
い
く
。
月
城
は
一
九
〇
九

年
に
「
誓
閑
寺
時
代
の
回
顧
」
を
も
っ
て
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
で
の
執
筆
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。

先
行
研
究
で
は
、
比
屋
根
照
夫
が
そ
れ
ら
記
事
を
通
し
て
、
「
個
人
主
義
的
・
世
界
主
義
的
志
向
の

強
い
人
間
で
あ
り
、
宗
教
的
倫
理
に
も
と
づ
く
内
発
的
・
内
省
的
な
人
間
」
（
「
月
城
伊
波
普
成
小

論
」
）
だ
と
評
価
し
て
お
り
、
ま
た
仲
程
昌
徳
は
月
城
の
言
論
活
動
全
体
を
俯
瞰
し
な
が
ら
分
析
し

て
い
る
。 

 

月
城
入
社
か
ら
二
年
後
の
一
九
一
一
年
、
中
央
文
壇
に
お
い
て
沖
縄
出
身
の
作
家
の
小
説
が
掲
載

さ
れ
た
。
山
城
正
忠
「
九
年
母
」
で
あ
る
が
、
月
城
は
本
作
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
本
発
表
で
は
、

月
城
の
〈
思
想
〉
の
大
枠
を
考
察
し
、
「
九
年
母
」
批
判
へ
の
経
緯
と
内
容
に
つ
い
て
考
え
る
。
例

え
ば
、
月
城
は
正
忠
「
九
年
母
」
の
〈
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
〉
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
こ
に
投
影
さ
れ

る
べ
き
内
面
の
不
在
を
問
う
た
。
そ
れ
は
沖
縄
の
風
土
を
土
台
に
し
た
内
面
の
自
立
、
文
化
風
土
の

個
別
性
が
ど
の
よ
う
に
表
出
す
べ
き
か
の
問
い
で
あ
る
。
「
花
鳥
風
月
」
だ
け
の
詩
歌
を
否
定
し
、

〈
革
命
的
〉
で
あ
る
「
文
学
」
の
登
場
を
希
求
し
た
月
城
の
期
待
す
る
「
文
学
」
と
は
、
沖
縄
の
個

性
に
根
ざ
し
た
自
律
の
た
め
の
〈
革
命
的
〉
作
品
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
一
方
、
「
九
年
母
」
は
頑
固

党
の
敗
北
と
、
本
土
に
よ
る
象
徴
的
な
搾
取
と
い
う
物
語
を
持
ち
込
み
、
抵
抗
や
反
意
、
状
況
へ
の

疑
義
を
表
出
す
る
者
は
描
か
れ
な
い
。
本
発
表
で
は
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
言
説
に

「
琉
球
固
有
」
を
挙
げ
る
月
城
の
沖
縄
の
地
方
性
と
は
何
か
を
考
察
し
て
い
く
。 

 

 
 

大
伴
旅
人
に
お
け
る
「
型
」
の
意
識 

李 

満
紅 

 

『
万
葉
集
』
は
現
存
最
古
の
和
歌
集
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
「
漢
文
」
も
多
く
採
録

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
和
歌
」
に
は
「
長
歌
」
「
短
歌
」
「
旋
頭
歌
」
な
ど
様
々
な
「
型
」
が
あ

る
。
さ
ら
に
「
漢
文
」
と
「
和
歌
」
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
作
品
が
形
成
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
万
葉
歌
人
が
テ
ー
マ
や
場
に
応
じ
て
、
い
か
に
「
型
」
を
選
択
し
て
い
っ
た
の
か
を
究
明
す
る

こ
と
は
、
漢
籍
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
独
自
の
世
界
を
拓
い
て
い
っ
た
「
日
本
と
い
う
国
の
文
学

史
」
を
問
う
上
で
欠
か
せ
な
い
。 

 

多
く
の
「
型
」
の
作
品
が
、
多
く
の
歌
人
た
ち
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
が
万
葉
第
三
期
で
あ

る
。
歌
人
の
層
が
広
が
り
、
個
性
が
開
花
し
た
時
代
と
し
て
和
歌
史
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
た
と

え
ば
高
橋
虫
麻
呂
は
各
地
の
伝
説
に
取
材
し
た
「
長
歌
」
を
残
し
、
山
上
憶
良
は
漢
籍
の
表
現
・
発

想
を
多
く
用
い
て
、
独
特
の
テ
ー
マ
を
「
長
歌
」
や
「
漢
文
」
で
綴
り
、
「
貧
窮
問
答
歌
」
や
「
沈

痾
自
哀
文
」
等
を
成
し
た
。
中
で
も
大
伴
旅
人
は
特
に
「
型
」
に
拘
っ
た
歌
人
で
あ
る
。
漢
籍
の
素

養
を
十
分
に
持
ち
な
が
ら
「
短
歌
」
「
長
歌
」
「
漢
文
」
「
漢
詩
」
な
ど
様
々
な
「
型
」
を
用
い

て
、
自
ら
の
文
学
世
界
を
開
拓
し
た
歌
人
で
あ
る
。
二
点
ほ
ど
具
体
例
を
挙
げ
る
。
①
旅
人
は
、
吉

野
行
幸
に
従
駕
し
て
、
旅
人
唯
一
の
「
漢
詩
」
を
『
懐
風
藻
』
に
、
「
長
歌
」
を
『
万
葉
集
』
に
残

し
た
。
た
だ
『
万
葉
集
』
の
題
詞
に
よ
れ
ば
、
「
長
歌
」
は
「
未
奏
上
」
で
あ
っ
た
。
両
作
品
に
は

漢
籍
を
享
受
し
た
共
通
の
構
想
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
最
終
的
に
「
長
歌
」
を
未
奏
上
に
終
わ
ら
せ

た
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
②
藤
原
房
前
と
の
間
の
琴
の
贈
答
を
め
ぐ
る
一
連
の
作
（
漢
文+

短

歌
）
が
あ
る
。
「
漢
文
」
が
漢
籍
の
書
儀
の
規
則
に
忠
実
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
短
歌
」
に
は
個
人

の
情
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
旅
人
の
文
学
的
営
み
に
は
「
型
」
の
選
択
が
あ
っ

た
。
以
上
の
二
点
の
他
、
梅
花
の
宴
の
「
後
に
追
和
す
る
梅
の
歌
」
の
短
歌
四
首
な
ど
を
含
め
、
旅

人
に
お
け
る
「
型
」
の
意
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

研究発表者紹介 

新井  隆  大学院文学研究科博士後期課程１年 

柿嵜理恵子  大学院教育学研究科研究生 

大塚 誠也  高知大学准教授 

馮  辰鋮  大学院文学研究科修士課程２年 

池澤 一郎  文学学術院教授 

李  喆兮  大学院文学研究科博士後期課程３年 

中尾志穂子  会員 

ベント勇亮ヘンリー  大学院文学研究科修士課程２年  

李  満紅  茨城大学助教 

柳井 貴士  愛知淑徳大学講師 

  
 

坂
口
安
吾
「
戦
争
と
一
人
の
女
」
論 

―
―
ひ
き
こ
も
る
男
の
自
己
回
復
―
―  

中
尾
志
穂
子 

 

本
発
表
で
は
坂
口
安
吾
「
戦
争
と
一
人
の
女
」
（
『
新
生
』
一
九
四
六
年
十
月
）
を
取
り
あ
げ

る
。
本
作
は
東
京
大
空
襲
前
後
か
ら
敗
戦
ま
で
の
一
組
の
男
女
の
同
棲
生
活
を
、
男
性
の
視
点
か
ら

回
想
す
る
短
編
小
説
で
あ
る
。
先
行
論
に
お
い
て
は
、
安
吾
が
女
性
登
場
人
物
に
不
感
症
と
い
う
性

質
を
付
与
し
た
最
初
の
作
品
で
あ
る
こ
と
や
、
本
作
の
姉
妹
編
に
お
い
て
初
め
て
女
性
一
人
称
を
採

用
し
た
こ
と
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
「
女
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
に
着
目
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
他
方
、

こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
主
人
公
・
野
村
の
心
理
描
写
に
焦
点
を
当
て
て
読
む

と
、
本
作
で
一
貫
し
て
繰
り
返
さ
れ
る
「
女
」
へ
の
否
定
的
言
辞
の
中
に
、
「
女
」
と
性
的
に
遊
ぶ

他
何
も
せ
ず
に
敗
戦
の
運
命
を
甘
受
し
て
い
た
野
村
が
、
や
が
て
戦
争
の
継
続
を
望
む
よ
う
に
な

り
、
生
へ
の
意
志
を
持
つ
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
心
情
の
変
化
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

こ
の
変
化
を
、
安
吾
が
本
作
執
筆
直
前
に
自
身
の
自
意
識
に
起
因
す
る
創
作
上
の
困
難
を
述
べ
て

い
た
こ
と
と
接
続
さ
せ
て
検
討
す
る
と
、
主
人
公
・
野
村
と
安
吾
は
と
も
に
頑
強
な
肉
体
を
持
ち
な

が
ら
徴
兵
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
不
可
解
な
経
歴
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
両
者
の
自
意
識
に
抵
触
す

る
と
考
え
ら
れ
る
背
景
が
、
作
中
で
野
村
が
「
女
」
の
不
感
症
の
否
定
に
固
執
す
る
行
為
の
原
因
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
安
吾
の
自
意
識
が
野
村
の
無
気
力
で
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
人

物
造
形
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
斎
藤
環
や
芹
沢
俊
介
の
ひ
き
こ
も
り
論
を
応
用

し
て
野
村
の
精
神
的
な
変
化
を
分
析
す
る
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
「
戦
争
と
一
人
の
女
」
は
、
安
吾
の
自
意
識
の
苦
し
み
を
負
う
こ
と
で
引
き
こ
も

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
主
人
公
・
野
村
が
、
不
感
症
の
「
女
」
の
肉
体
に
よ
っ
て
主
体
性
を
取

り
戻
す
、
自
己
回
復
の
物
語
と
解
釈
し
直
し
た
。
そ
し
て
戦
後
の
安
吾
の
創
作
活
動
に
お
い
て
、
野

村
の
変
化
は
、
こ
れ
ま
で
女
性
に
訪
ね
ら
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
男
性
主
人
公
の
言
動
が
、
本
作
を
境

に
し
て
意
志
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
評
価
で
き
る
と
結
論
づ
け
た
。 


